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紀元前18~16年に制定されたアウグストゥスの姦通法（ lex Iulia de 
adulteriis coercendis, 便宜上「ユーリウス法」と表記します）をとりあげてみ





















あるとか…あるいは奴隷であった場合である。」（Digesta 48.5.25[24] pr.; 
cf. Collatio 4.3.1-2） 
 
この法資料から分かることは、実際には夫は「恣意的に妻の姦夫を殺害する











場をとりおさえられた不義の妻を夫が殺した場合に、夫は殺人法（ lex Cornelia 
de sicariis et veneficis ）にふれるのだろうか。私は次のように答える。夫が殺
















































ほのめかしております（ 3,11,7; 5, 10, 39; 5, 10, 88; 5, 10, 104; 7, 1, 7）。刑事裁
判において、妻と姦夫を殺した事実を認めた被告人は、次のことを主張して殺
害のとがに対して弁明しようと試みています。「妻をその姦夫とともに殺害す
るのは正当である。それが法律であることは確実である（adulterum cum adul- 









48,5,39,8: Ei, qui uxorem suam in adulterio deprehensam occidisse se non 








Severus帝も追従しました（Codex Iusinianus 9,9,4）。 
夫の「正当なる苦痛」は罰を軽減する最も基本的な勘案材料であって、後の
時代には妻の姦通に対する夫の権利は徐々にユーリウス法以前の時代の状況に
戻っていく傾向にありました。編纂された二つの民族法 lex Romana Bur- 
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して取り押さえた場合の殺害権（ius occidendi in flagrante delicto ）」に関す
る限り、優先権は夫の「熱しやすい激烈な感情（calor et impetus ）」の代わり
























に不可侵の私的財産権を制限することになったのです（Digesta 48.5.27; cf. 
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